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い
ま
す
。

ま
た
、
県
の
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
平

成
28
年
度
ま
で
に
23
箇
所
、
平
成
33
年
度
ま

で
に
28
箇
所
に
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、
平
成
24
年
度
に
農
業
用
水
小
水
力
発
電

適
地
調
査
事
業
（
１
５
，
０
０
０
千
円
）
を

創
設
し
て
農
業
用
水
路
等
に
お
け
る
小
水
力

発
電
の
賦
存
量
を
改
め
て
調
査
し
、
農
業
用

水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
新
川
管
内
に
は
急
勾
配
か
つ
水
量

が
豊
富
な
農
業
用
水
路
が
多
数
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
土
地
改
良
区
や
市
町
村
と
連
携

し
て
、
こ
れ
ら
の
発
電
適
地
に
お
け
る
小
水

力
発
電
の
導
入
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
指
導
課

計
画
班
】
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農
業
用
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
の
推
進

～
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て
～

を
設
置
し
た
場
合
、
売
電
収
入
の
充
当
範

囲
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
県
か
ら

の
粘
り
強
い
要
望
に
よ
り
、
土
地
改
良
区

が
管
理
す
る
土
地
改
良
施
設
全
体
の
維
持

管
理
費
に
も
充
当
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
電
を
行
う
た
め

に
必
要
な
水
利
権
の
取
得
に
は
、
多
大
な

時
間
と
労
力
を
要
す
る
こ
と
な
ど
の
課
題

も
残
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標

現
在
の
と
こ
ろ
、
県
内
の
小
水
力
発
電

施
設
は
県
や
企
業
等
に
よ
り
16
箇
所
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
川
管
内
で
は
、

愛
本
新
用
水
土
地
改
良
区
が
管
理
・
運
営

し
て
い
る
愛
本
新
発
電
所
（
５
３
０
ｋ

ｗ
）
や
北
陸
電
力
㈱
の
布
施
川
発
電
所

（
５
７
０
ｋ
ｗ
）
が
既
に
稼
働
し
て
お

り
、
さ
ら
に
黒
部
市
が
建
設
し
て
い
る
宮

野
用
水
発
電
所
（
７
８
０
ｋ
ｗ
）
が
完
成

し
、
４
月
か
ら
稼
働
す
る
予
定
と
な
っ
て

「
水
の
事
故
・
ゴ
ミ
捨
て
防
止
」

農
業
用
水
っ
て
何
だ
ろ
う
？

標
語
及
び
ポ
ス
タ
ー
募
集

入
賞
作
品
が
表
彰
、
展
示
さ
れ
る

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
及
び
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
契
機
と
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
山
県

は
急
峻
な
地
形
と
豊
富
な
降
水
量
に
よ
り
、

開
発
可
能
な
水
力
発
電
の
潜
在
的
な
資
源
の

量
を
示
す
包
蔵
水
力
は
岐
阜
県
に
次
い
で
全

国
第
２
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
も

小
水
力
発
電
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

■
小
水
力
発
電
と
は
？

「
小
水
力
発
電
」
と
は
、
発
電
出
力
が
数

十
ｋ
ｗ
か
ら
数
千
ｋ
ｗ
程
度
の
比
較
的
小
規

模
な
発
電
の
総
称
で
あ
り
、
県
で
は
１
，
０

０
０
ｋ
ｗ
以
下
の
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
幹

線
水
路
や
ダ
ム
な
ど
比
較
的
水
量
の
豊
富
な

箇
所
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
０

０
ｋ
ｗ
以
下
に
つ
い
て
は
「
マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
支
線
水
路
や
砂

防
ダ
ム
な
ど
水
量
が
少
な
い
箇
所
に
お
い

て
、
比
較
的
簡
単
な
工
事
で
設
置
が
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
身
近
な
発
電
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
追
い
風

国
で
は
８
月
に
「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別

措
置
法
」
が
成
立
し
、
本
年
７
月
か
ら
は
小

水
力
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用

い
て
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
一
定
の
期
間
・

価
格
で
電
気
事
業
者
が
買
い
取
る
こ
と
を
義

務
付
け
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
取
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
土
地
改
良
区
が
小
水
力
発
電
施
設

み ど り

農業農村整備広報・広聴連絡会

平
成
24
年
１
月
27
日
（
金
）
に
県
民
会
館

に
お
い
て
平
成
23
年
度
「
水
の
事
故
・
ゴ
ミ

捨
て
防
止
」-

農
業
用
水
っ
て
何
だ
ろ
う
？

-
標
語
及
び
ポ
ス
タ
ー
募
集
入
賞
作
品
の
表

彰
式
と
作
品
展
示
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
用
用
排
水
路
及
び
た
め
池
に
お
け
る

水
難
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
平
成

２
年
度
か
ら
広
く
県
民
か
ら
標
語
及
び
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
、
平
成
14
年
度
か
ら
は
、
水

の
事
故
防
止
に
加
え
、
ゴ
ミ
投
棄
防
止
も
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
か

ら
入
賞
作
品
を
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
小
中
学

校
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
県
全

体
で
、
標
語
７
４
１
点
、
ポ
ス
タ
ー
２
９
７

点
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
作
品
21
点
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
新
川
管
内
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
の

部
が
知
事
賞
４
作
品
、
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
賞
２
作
品
、
標
語
の
部
が
知
事
賞

１
作
品
、
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長

賞
１
作
品
の
計
８
作
品
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。

【
指
導
課

指
導
班
】
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４
月
か
ら
稼
働
す
る
宮
野
用
水
発
電
所

知
事
賞

魚
津
市
立
西
部
中
学
校

１
年

芦
崎

美
友

知
事
賞

魚
津
市
立
西
部
中
学
校

１
年

岡
本

優
里

知
事
賞

朝
日
町
立
さ
み
さ
と
小
学
校

６
年

森
野

純
鈴

知
事
賞

黒
部
市
立
東
布
施
小
学
校

５
年

澤
田

龍
成

知
事
賞

入
善
町
立
飯
野
小
学
校

６
年

下
沢

愛

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長
賞

入
善
町
立
飯
野
小
学
校

２
年

米
丘

碧
衣

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長
賞

黒
部
市
立
鷹
施
中
学
校

３
年

高
山

千
夏

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長
賞

魚
津
市
立
西
部
中
学
校

１
年

金
山

紗
也

ポ
ス
タ
ー
の
部

標
語
の
部
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害
の
未
然
防
止
を
図
る
目
的
で
本
施
設
の

補
修
・
補
強
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
小

川
頭
首
工
の
測
量
設
計
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

今
年
度
か
ら
農
業
用
河
川
工
作
物
応
急

対
策
事
業
「
小
川
地
区
」
に
着
手
し
ま
し

た
。小

川
頭
首
工
は
、
二
級
河
川
小
川
の
扇

頂
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
取
水
施
設
で
、

昭
和
43
年
に
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

「
小
川
沿
岸
地
区
」
で
築
造
さ
れ
ま
し

た
。
用
水
受
益
は
７
３
７
㌶
で
、
朝
日
町

の
大
半
を
潤
す
重
要
な
用
水
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
で
小
川
は
富
山
県
特
有
の
急
流
河

川
で
あ
り
、
転
石
も
大
き
く
、
洪
水
時
に

は
濁
流
と
な
っ
て
頭
首
工
を
流
下
し
ま

す
。
現
在
、
築
造
か
ら
40
年
以
上
経
過
し

て
お
り
、
頭
首
工
本
体
の
摩
耗
、
洗
掘
が

激
し
い
こ
と
や
、
土
砂
吐
水
門
の
開
閉
操

作
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災

新
規
地
区
紹
介

農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業

小
川
地
区

本
年
度
も
、
こ
の
「
新
川
水
土
里
た
よ
り
」
で

い
ろ
い
ろ
な
事
業
や
活
動
な
ど
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
誌
を
通
し
て
皆
様
に
、
農
業

農
村
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
少
し
で
も
多
く
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。雪

融
け
も
進
み
、
日
も
長
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
暖
か
く
な
る
ま
で
も
う
し
ば
ら
く
で
す
の

で
、
体
調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す

【
上
島
】

昭
和
33
年
に
設
立
さ
れ
た
室
山
野
用
水

土
地
改
良
区
は
、
立
山
連
峰
の
ふ
も
と
に

当
た
る
滑
川
市
南
東
の
高
台
に
位
置
し
、

滑
川
市
の
平
野
部
や
富
山
湾
が
眺
望
で
き

る
夜
景
の
素
晴
ら
し
い
地
域
で
あ
り
ま

す
。
標
高
２
０
０
ｍ
～
４
７
０
ｍ
の
洪
積

台
地
を
流
れ
る
室
山
野
用
水
は
、
早
月
川

を
水
源
と
し
て
急
峻
な
山
腹
を
迂
余
屈
折

し
な
が
ら
流
下
し
、
水
量
も
豊
富
で
水
質

も
と
て
も
良
好
で
す
。

長
い
歴
史
を
有
す
る
室
山
野
、
東
福
寺

野
、
両
用
水
路
は
、
高
台
で
水
利
の
便
も

な
く
長
い
間
開
拓
の
で
き
な
か
っ
た
地
域

で
し
た
が
、
今
か
ら
１
８
０
年
前
に
農
業

水
利
の
先
覚
者
「
椎
名
道
三
」
に
よ
っ
て

開
削
さ
れ
、
用
水
を
引
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
厳
し
い
自
然
条
件
の
中
で
老
朽

化
が
進
み
維
持
管
理
に
膨
大
な
経
費
と
労

力
が
か
か
る
為
、
昭
和
54
年
度
よ
り
県
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
に
着
手
し
、
全
線

８
．
２
㎞
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
と
遠
隔
操

作
に
よ
る
取
水
や
水
量
調
節
の
出
来
る
近

代
的
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

工
事
は
20
年
間
の
歳
月
と
巨
額
な
事
業
費

を
投
じ
て
、
平
成
10
年
に
完
成
し
、
水
田

稲
作
の
生
命
線
で
あ
り
、
郷
土
を
潤
す
資

産
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
当
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る

施
設
に
は
大
日
公
園
が
あ
り
、
休
憩
広

場
、
展
望
広
場
、
親
水
広
場
な
ど
の
用
水

関
係
の
史
跡
を
利
用
し
て
情
操
教
育
に
寄

与
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
園
内
に
は
水

神
様
が
祀
ら
れ
、
毎
年
８
月
に
は
水
の
大

切
さ
を
後
世
に
伝
え
る
祈
願
を
し
て
お
り

ま
す
。

土
地
改
良
区
紹
介

室
山
野
用
水
土
地
改
良
区

投
稿
記
事

小
水
力
発
電
で

農
村
地
域
が
変
わ
る

本
誌
メ
イ
ン
記
事
で
小
水
力
発
電
に
つ

い
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
管
内
市

町
の
新
年
度
予
算
案
に
小
水
力
発
電
に
係

る
予
算
計
上
が
よ
く
目
に
付
く
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
新
し
い
制
度
や
規

制
緩
和
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

追
い
風
を
受
け
、
農
業
用
水
を
利
用
し
た

小
水
力
発
電
の
推
進
に
大
き
な
弾
み
が
つ

い
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
国
の
補
助
を
受
け
、
県
土

連
が
朝
日
町
大
家
庄
の
農
業
用
排
水
路
で

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
実
証
実
験
を
進
め

て
お
り
、
成
果
を
検
証
し
て
普
及
に
向
け

た
課
題
の
整
理
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
産
官
学
に
よ
る
水
車
・
発
電

機
・
電
力
変
換
装
置
な
ど
の
技
術
開
発
が

進
め
ら
れ
、
発
電
効
率
の
向
上
と
コ
ス
ト

縮
減
が
図
ら
れ
て
行
く
こ
と
と
思
い
ま

す
、
特
に
マ
イ
ク
ロ
発
電
は
、
数
パ
タ
ー

ン
の
モ
デ
ル
を
標
準
化
す
る
な
ど
、
発
電

コ
ス
ト
の
軽
減
と
製
品
化
等
へ
の
技
術
確

立
が
普
及
へ
の
鍵
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。し

か
し
、
導
入
メ
リ
ッ
ト
が
高
ま
っ
て

き
た
と
は
言
え
、
制
度
的
に
は
、
固
定
価

格
買
取
り
の
適
用
や
発
電
規
模
の
制
限
な

ど
で
未
確
定
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
水
利

権
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
発
電
用
の
水
利

権
の
取
得
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
の
更
な

る
規
制
緩
和
や
手
続
き
の
簡
素
化
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
改
良
区
が
独

自
で
取
り
組
む
こ
と
は
大
変
で
あ
り
、
行

政
側
の
指
導
や
自
治
体
か
ら
の
支
援
も
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
県
に
は
、
導
入
に

向
け
て
の
積
極
的
な
関
与
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
村
地
域
は
多
様
な
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
宝
庫
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立

の
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
地
域
資

源
で
あ
る
農
業
用
水
の
利
活
用
を
推
進
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
振
興
と
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
こ
の
動
き
は
加

速
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
小

さ
な
水
力
」
で
あ
っ
て
も
農
山
村
を
生
か

す
原
動
力
と
な
り
、
究
極
は
、
土
地
改
良

区
の
維
持
管
理
費
の
軽
減
に
繋
げ
る
こ
と

で
す
。

近
い
将
来
に
は
、
田
ん
ぼ
の
水
回
り
に

自
前
の
電
気
で
軽
四
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
回

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【
主
幹
・
指
導
課
長

平
井
由
岐
雄
】

２
月
23
日
（
木
）
魚
津
総
合
庁
舎
４
階

会
議
室
に
お
い
て
「
新
川
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
活
動
事
例
発
表
会
」
を
開

催
し
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
の
他
、
管
内
の

市
町
、
土
地
改
良
区
、
森
林
組
合
等
の
関

係
者
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い

「
新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
事

例
発
表
会
」
開
催

各
部
門
に
お
け
る
諸
課
題
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

発表会の様子

当
土
地
改
良
区
は
こ
れ
ら
の
用
水
路
施

設
等
の
維
持
管
理
業
務
を
主
に
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
郷
土
に
こ
の
様
な
偉
人
を
も

っ
た
こ
と
を
誇
り
と
思
い
、
ま
た
偉
人
に

あ
や
か
っ
て
自
己
を
磨
き
、
そ
の
行
蹟
を

顕
彰
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
生
命
の
水
は
道
三
翁
か
ら
与
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
黒
土
に
は
道
三

翁
の
汗
と
油
の
結
晶
が
し
み
こ
ん
で
い
る

事
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以

上
に
維
持
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
組
合
員
一
同
思
っ
て
い
ま
す
。

【
事
務
員

寺
島

豊
子
】

子
供
た
ち
へ
の
史
跡
説
明

補
修
・補
強
を
待
つ
小
川
頭
首
工

て
、
土
地
改
良
、
林
業
、
農
業
の
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
に
携
わ
る
職
員
が
日
頃
の
業
務

で
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
等
を
踏
ま
え
、

今
後
の
新
た
な
方
針
や
活
動
事
例
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
職
員
の
技
術
の
研
鑽
、
継

承
、
相
互
理
解
を
目
的
と
し
実
施
し
て
い

た
も
の
で
す
が
、
今
年
度
は
関
係
団
体
の

方
々
に
も
広
く
御
聴
講
い
た
だ
き
当
セ
ン

タ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
場
と
し
て
開
催
し
た
も

の
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
長
谷
所
長
の
挨
拶
の
後
、

土
地
改
良
部
門
か
ら
は
農
村
整
備
課
御
前

主
任
が
「
地
す
べ
り
対
策
事
業
魚
津
地
区

集
水
井
施
工
事
例
に
つ
い
て
」
、
指
導
課

道
順
班
長
が
「
滑
川
市
に
お
け
る
土
地
改

良
区
の
統
合
に
つ
い
て
、
林
業
部
門
か
ら

は
森
林
整
備
課
天
野
係
長
が
「
高
齢
級
・

高
蓄
積
林
を
核
と
し
た
施
業
集
約
化
の
推

進
に
つ
い
て
」
、
農
業
部
門
か
ら
は
農
業

普
及
課
尾
島
班
長
が
「
“
み
な
穂
米
”
ブ

ラ
ン
ド
力
の
さ
ら
な
る
強
化
を
目
指
し

て
」
と
題
し
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
毎
に

質
疑
討
論
が
行
な
わ
れ
、
関
係
団
体
か
ら

も
米
の
収
量
と
食
味
の
関
係
な
ど
質
問
が

出
さ
れ
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

【
企
画
振
興
課
】

椎名道三


